
学習過程 

時間 学習活動 指導上の留意点等 準備物 
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１ 

１ あいさつを
する。 
 
 
２ 今日の学習
について知る。 

 

 

３ 夏の遊びを
体験する。 

  
(1) ゆらゆらコー
ナー 

（ウォーターベッド） 
 
(2) とろとろコー
ナー 

（エステゼリー） 
   
(3)パチャパチャ
コーナー 

（水・ビー玉等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 感想を教師
と一緒に発表
する。 

 
５ あいさつを
する。 

・C は、T3 の言葉に合わせて手をトントンとリズムをとりながら、一
緒にあいさつをする。 
 
・夏の遊びの学習内容が分かりやすいように、T1 は紙芝居を見せなが
ら伝え、T2、T3 は水遊びの道具を提示する。 

・期待感を持てるように、目の前で演示する。 
 

・ウォーターベットには児童生徒３名が一緒に活動し、児童生徒の自発
的な動きや友達とかかわる様子が見られるように、教師が水を揺らし
たり動きを止めたりする。 

・エステゼリーやミニプールでは、各児童生徒がじっくり感触を味わえ
るように、一人ずつ活動する。気持ちの表出が見られたときには、教
師が他の教師や友達に様子を伝える。 

A（T2） B（T1） C（T3） 

① のコーナー 

・揺れを全身で感じとれ
るように、揺れ方 

に強弱を付け、反応を見
守る。 

・友達を意識できるよう
に、友達の様子を伝え、
直接触れ合うことがで
きるような位置を配慮
する。 
 

・揺れの変化に気付ける
ように、揺れを止めた
り、言葉を掛けたりし、
表情の変化や自発的な
動きをじっくり待つ。 
・スムーズに楽しくかか
われるように、発声した
ときの気持ちを教師が
代弁し、かかわりの仲立
ちをする。 

・自分から揺らそうとす
る動きを出せるように、
揺れが止まったときに
少し待つようにする。 
・友達の方を見たり、触
れたりしたときに称賛
する。 

② のコーナー 

・何に触るのかを伝え、
表情を見ながら注意深
くエステゼリーを手や
足につける。 

・安心して触れられるよ
うに、抱っこの姿勢で活
動する。 

・全身で感触を味わえる
ように、表情を確認しな
がらゆっくり、手や足に
つけていく。 

・自発的な動きがあると
きには、より楽しめるよ
うに、動きに合わせて言
葉を添えていく。 

・エステゼリーの感触を
じっくり味わえるよう
に、教師が握手をしたり
マッサージをしたりす
る。自発的な動きが見ら
れたときは、教師の動き
を止める。 

③ のコーナー 

・水を意識できるよう
に、水の音を聞かせ、リ
ラックスして水に触る
ことができるように水
の温度設定に気を付け
る。 

・手を伸ばしやすいよう
に、キューボを使用し
て、腹臥位の姿勢をとる
ようにする。 

・自ら水に手や足を伸ば
そうとしたときには、そ
の様子を見守る。 

・道具を使って遊ぶこと
に興味を持てるように、
水の流れる様子や、音に
気付くように、楽しい様
子を伝えながら演示す
る。 

・水に興味が持ちやすい
ように、じょうろから水
を流したり、ビー玉等を
混ぜてゆらして音を出
したりする。自分から手
を伸ばそうとしないと
きは、教師が一緒にかか
わる。 

 

・教師が児童生徒の様子から、良い表情を見せた活動について伝える。
また自分の気持ちを、言葉や発声、表情で伝えようとする児童生徒に
対しては、発声を待つ。 

 
・B が「～ます」と声を出してあいさつをしやすいように、教師が言葉

を掛ける。 

 
 
・紙芝居 

・スプレー 

・水 

 

・じょうろ 
・ 洗 面 器
（３） 
・水入りポリ袋 
・プール枠 

・ブルーシート 
・エステゼリー 

・たらい 

・水遊び道具 
・セラピーマット 

・キューボ 
・ビー玉等 
・タオル 

・ぞうきん 

 
 

 
評価 
<児童生徒> ・水の感触に、自分から触れようとしたか。水に触れたときに、表情の変化が見られたか。 

・友達の声や触れ合ったときに、友達の方を見る等の応答があったか。 
<教師>   ・自分から水に触れ、活動しやすい教材の提示ができたか。 

・児童生徒の表情の変化を見逃さずに声を掛けることができたか。 
 

 


